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一般質問について

１　議員が市長などに対し、市の政策や各事業などについて、その方針や市の見解などを問うことです。
２　申し合わせにより、議長・副議長・監査委員は一般質問を行いません。
３　質問した順に掲載しています。　※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

一般質問

自由民主党有志会

徳留　八郎

立憲民主

羽田野 徳寿

公明

音堅　良一

青雲

迫間　輝昭

日本共産党都城市議団

森　りえ

公明

坂元　唱子

１　新環境政策条例の制定について

２　人口減少対策として、小・中学校の給食費
の段階的無料化について

１　トルコ・シリア大地震の被災状況から　
本市の住宅耐震改修について

２　人口減少対策事業について

１　こども家庭庁の発足について

２　完全無料化の事業について

３　デジタル田園都市国家構想交付金の事業
について

1　高崎町土地改良（谷川用水崩落）での影響
について

2　原村危険物捨場埋立跡地の活用について
3　都城市高崎一般廃棄物最終処分場跡地の
活用について

4　飼料、粗飼料、資材高騰での畜産への影
響について

1 　特別な支援が必要な児童・生徒への支援
の課題について

2　パートナーシップ宣誓制度について

1　子ども・子育て支援について

2　市民の健康増進のための支援について

3　生理の貧困問題について

令和創生

楠見 千穂子

１　県内の性感染症梅毒の急激な増加に　　
対する対策について

２　帯状疱疹ワクチン接種費用の半額助成に
ついて

３　中堅所得者用都城市特定公共賃貸住宅に
ついて

自由民主党有志会

小玉　忠宏

１　民間に移譲した温泉施設の温泉券利用に
ついて

２　ふるさと産業推進局長が12月議会で　
行使した反問権について

３　教育が抱える課題解決のため、教育委員
を増強することについて
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33
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動画QRコード
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一般質問 市政を問う

公明

綿屋　善明
立憲民主

筒井　紀夫

青雲

神脇　清照

日本共産党都城市議団

畑中 ゆう子

一心会

赤塚　隆志

令和創生

中村 千佐江

一心会

岩元　弘樹
令和創生

別府　英樹

1 　本市の森林保全と農業政策について

2　学校における医療的ケア児支援事業につ
いて

1　公立中学校における部活動について

2　国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ
大会について

1　スポーツ推進について

2　祝吉地区の懸案事項について

1　コロナ禍における生活保護利用者の状況
について

2　高すぎる国民健康保険税の改善について

3　高校生への就労支援について

1　本市の道路交通網及び関連施設等の整備
について

2　子供たちの安全・安心な通学路の確保に
ついて

3　保育料無料化について

1　こども家庭庁設置に向けた本市の取組に
ついて

1　学校給食の食器について

2　ヘルプマークについて
1　不登校の子どものための居場所づくりと
学校の働き方改革について
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◦◦
常
任
委
員
会
の
審
査
状
況

常
任
委
員
会
の
審
査
状
況
◦◦支

援
団
体
の
存
在
を
含
め
、
様
々
な
支

援
情
報
を
求
め
る
人
に
い
か
に
届
け
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
と
い
っ
た
意
見
、
さ
ら

に
、「
移
住
・
定
住
推
進
」
の
観
点
も

踏
ま
え
、
本
市
の
範
囲
を
超
え
た
取
組

が
あ
る
と
い
い
の
で
は
、
と
い
っ
た
意

見
が
出
さ
れ
た
。

自
由
討
議
に
対
す
る
再
質
疑

　
現
在
の
事
業
に
お
け
る
婚
活
支
援

団
体
の
概
要
と
、
市
の
範
囲
を
超
え
た

取
組
は
?

　「
都
城
市
出
会
い
応
援
団
」
に
は

30
団
体
が
登
録
さ
れ
、
婚
活
や
ペ
ア
リ

ン
グ
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
28

年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
に
17
組
の
成
婚
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
等
の
参

加
者
募
集
は
、
市
を
超
え
て
実
施
し
て

い
る
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
関
連

事
業
　

「
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業
」
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
認
知
症
予
防
に
取
り
組
み
つ
つ
、
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
基
盤
と
な
る
デ
ー
タ

連
携
基
盤
を
構
築
す
る
「
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
関
連
事
業
委
託
料
」
を
計
上
す
る

も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

　
ど
の
よ
う
に
し
て
デ
ー
タ
連
携
基

盤
を
構
築
し
て
い
く
の
か
?

　
令
和
5
年
度
に
お
け
る
「
芸
術
文

化
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
」
の
実
施
計
画

は
?　

小
学
校
21
校
、
中
学
校
10
校
、
小

中
学
校
2
校
の
計
33
校
で
の
実
施
を
計

画
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
演
内
容
と
し

て
は
、
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
等
の
音
楽
や
演

劇
に
加
え
、
児
童
・
生
徒
か
ら
要
望
の

あ
っ
た
落
語
も
追
加
さ
れ
て
い
る
。

審
査
結
果

全
会
一
致
で
可
決

意
見
・
要
望

婚
活
支
援

婚
活
情
報
を
市
内
外
へ
広
報
す
る
際
、

あ
ら
ゆ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
情

報
提
供
を
行
う
こ
と
。

地
域
活
性
化
事
業

西
岳
地
区
が
、
独
自
に
自
治
公
民
館

の
ト
イ
レ
を
洋
式
化
す
る
取
組
を
行
っ

た
よ
う
に
、
自
ら
の
地
域
課
題
を
し
っ

か
り
捉
え
た
事
業
が
各
地
区
で
取
り
組

ま
れ
る
よ
う
、
地
域
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
つ
つ
、
よ
り
一
層
の
事
業
推
進
を

図
っ
て
い
く
こ
と
。

芸
術
・
文
化
振
興

文
化
合
宿
誘
致
促
進
事
業
と
芸
術
文

化
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
を
融
合
す
る
な

ど
、
本
市
の
新
た
な
芸
術
・
文
化
振
興

の
可
能
性
を
模
索
す
る
こ
と
。

人
口
減
少
対
策

10
年
後
の
人
口
増
を
目
指
す
、
人
口

減
少
対
策
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
る

も
の
で
す
。
こ
の
う
ち
、
社
会
増
対

策
と
し
て
「
移
住
・
定
住
推
進
事
業
」、

ま
た
、
自
然
増
へ
つ
な
が
る
取
組
と
し

て
、「
婚
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
」、「
若
者

交
流
促
進
事
業
」
や
「
若
者
の
出
会
い

と
雇
用
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
な
ど
の
事

業
費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

　「
移
住
・
定
住
推
進
事
業
」
の
「
移

住
応
援
給
付
金
」
に
つ
い
て
、
中
山

間
地
域
へ
の
移
住
に
対
す
る
加
算
が

1
0
0
万
円
と
手
厚
い
が
、「
立
地
適

正
化
計
画
」「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
な
ど
、
居
住
誘
導
区
域
を
設
定

し
た
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」

の
方
針
と
の
整
合
性
は
?

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
拠
点
を
設
け

て
人
口
を
集
積
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

結
ぶ
計
画
は
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
中

山
間
地
域
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
対
策
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考

え
た
こ
と
か
ら
、
今
回
、
加
算
を
設
け

る
も
の
で
あ
る
。

自
由
討
議

い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
の
場
が
あ
っ
て

も
、
参
加
す
る
ま
で
に
勇
気
が
い
る
。

背
中
を
押
し
て
く
れ
る
世
話
的
な
存
在

が
重
要
で
は
、
と
い
う
意
見
や
、
婚
活

　
デ
ジ
タ
ル
庁
の
規
格
で
作
ら
れ
た

デ
ー
タ
基
盤
の
基
に
な
る
も
の
が
、
既

に
50
以
上
の
自
治
体
で
稼
働
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
認
知
症
サ
ー
ビ
ス
を
事
業

化
し
て
い
く
中
で
、
基
本
的
に
は
、
既

存
の
も
の
を
活
用
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。地

域
活
性
化
事
業

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
実
施
主
体
と

な
る
同
事
業
で
は
、
令
和
５
年
度
、
11

地
区
21
の
事
業
費
を
計
上
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
う
ち
、
西
岳
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
が
行
う
「
西
岳
地
区
公
民
館

い
き
い
き
環
境
整
備
事
業
」
に
お
い
て
、

各
自
治
公
民
館
の
ト
イ
レ
を
洋
式
化
す

る
事
業
が
あ
り
ま
す
。

質
疑
・
答
弁

　
ト
イ
レ
を
洋
式
化
す
る
予
定
の
自

治
公
民
館
の
数
は
?

　
西
岳
地
区
の
全
11
公
民
館
の
う

ち
、
既
に
洋
式
化
さ
れ
て
い
る
３
か
所
と
、

和
式
を
残
し
た
い
と
い
う
１
か
所
を
除

く
７
か
所
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

芸
術
・
文
化
振
興
関
連

「
芸
術
文
化
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
」

や
「
文
化
合
宿
誘
致
促
進
事
業
」
な
ど

を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

令
和
5
年
度
　
当
初
予
算
を
審
査
し
ま
し
た

12議案を審査しました総務委員会総務委員会
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◦◦
常
任
委
員
会
の
審
査
状
況

常
任
委
員
会
の
審
査
状
況
◦◦

3
月
14
日
・
15
日
に
予
算
や
条
例
な
ど
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
議
案
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

12議案を審査しました産業経済委員会産業経済委員会
畜
産
等
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

推
進
事
業

本
市
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推

進
計
画
は
、
2
0
3
0
年
度
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
2
0
1
3
年
度
比
52
%
削

減
及
び
2
0
5
0
年
度
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
標
に
掲
げ
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向

け
た
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
畜
産
業

が
盛
ん
な
本
市
の
特
色
を
生
か
し
、
畜

産
排
泄
物
等
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
導
入
の
可
能
性
調
査
を
実
施
す
る

た
め
の
費
用
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

　
業
務
委
託
は
ど
の
よ
う
な
事
業
者

へ
委
託
す
る
の
か
？

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
、
畜

産
バ
イ
オ
マ
ス
に
関
す
る
ス
キ
ル
等
を

有
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
者
を
選

定
す
る
。

都
城
産
宮
崎
牛
生
産
基
盤

整
備
事
業

肥
育
牛
の
ス
ト
レ
ス
を
低
減
し
良
質

な
牛
肉
を
生
産
す
る
た
め
牛
舎
等
に
施

す
暑
熱
寒
冷
対
策
の
取
組
と
、
肥
育
牛

舎
の
飼
養
環
境
改
良
や
増
頭
の
た
め
の

取
組
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
宮
崎
県
の
次
世
代
を
担
う
新

規
種
雄
牛
を
都
城
か
ら
造
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
生
産
基
盤
の
更
な
る
強
化
を

図
る
も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

　
都
城
産
新
規
種
雄
牛
産
子
導
入
に

関
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
導
入
を
ど
れ

く
ら
い
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
30
頭
を
見
込
み
予
算
計
上
し
て
い

る
。ま

ち
な
か
活
性
化
プ
ラ
ン

事
業中

核
施
設
を
中
心
に
周
辺
商
店
街
や

中
心
市
街
地
エ
リ
ア
を
対
象
と
し
て
、

ま
ち
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
コ
ン

テ
ン
ツ
を
誘
導
し
、
回
遊
性
向
上
を
図

る
も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
委
託
の

事
業
目
的
は
?

　
商
店
街
組
織
及
び
市
が
官
民
連
携

し
取
り
組
ん
で
お
り
、
中
心
市
街
地
、

ま
ち
な
か
の
活
性
化
が
事
業
目
的
で
あ

る
。　

開
催
方
法
に
つ
い
て
再
考
し
な
い

の
か
?

　
商
店
街
組
織
を
は
じ
め
中
心
市
街

地
の
民
間
事
業
者
等
に
も
参
加
を
募
り
、

中
心
市
街
地
に
新
た
な
拠
点
の
模
索
も

含
め
検
討
し
て
い
く
。

審
査
結
果

全
会
一
致
で
可
決

意
見
・
要
望

畜
産
等
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
推
進
事
業

本
委
員
会
の
9
月
定
例
会
で
も
家
畜

排
泄
物
の
処
理
に
つ
い
て
要
望
し
た
が
、

今
後
も
引
き
続
き
、
本
事
業
等
の
事
業

に
つ
い
て
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
。

都
城
産
宮
崎
牛
生
産
基
盤
整
備
事

業
昨
年
の
全
国
和
牛
共
進
会
で
は
、
宮

崎
牛
と
し
て
は
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受

賞
し
て
い
る
も
の
の
、
都
城
産
牛
の
出

品
が
な
か
っ
た
こ
と
は
市
町
村
別
農
業

算
出
額
が
日
本
一
を
誇
る
本
市
に
と
っ

て
は
寂
し
い
結
果
で
あ
っ
た
。

今
回
の
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

改
善
で
き
る
と
こ
ろ
は
改
善
し
、
5
年

後
の
全
国
和
牛
共
進
会
で
は
、
ぜ
ひ
都

城
産
牛
が
県
代
表
と
な
り
、
日
本
一
と

な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

産業経済委員会の様子を
YouTube配信しました！

3月定例会での産業経済委員会の議案審査の様子を
YouTube（写真）でライブ配信しました。議案の内
容や議員がどのような視点で審査を行った
のか、確認できます。

1日目 2日目
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◦◦
常
任
委
員
会
の
審
査
状
況

常
任
委
員
会
の
審
査
状
況
◦◦避

難
行
動
要
支
援
者
個
別

支
援
計
画
策
定
事
業

災
害
時
に
、
自
分
で
避
難
す
る
こ
と

が
難
し
い
障
が
い
者
や
高
齢
者
に
対
し
、

福
祉
専
門
職
が
個
別
に
避
難
計
画
を
作

成
す
る
費
用
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

　
ど
の
く
ら
い
計
画
が
出
来
上
が
っ

て
い
る
の
か
。

　
浸
水
被
害
が
想
定
さ
れ
る
区
域
か

ら
進
め
て
お
り
、
現
在
1
8
8
件
策
定

し
て
い
る
。
令
和
5
年
度
は
1
6
0
件

策
定
の
予
定
で
あ
る
。

自
由
討
議

危
機
管
理
課
と
の
連
携
な
ど
、
具
体

的
な
動
き
を
考
え
た
り
、
実
際
に
訓
練

を
し
て
試
し
て
み
た
り
す
る
こ
と
も
大

事
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
、
実
効
あ

る
動
き
に
す
る
た
め
に
、
個
別
支
援
計

画
と
地
区
の
防
災
計
画
と
も
連
携
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
意

見
が
出
さ
れ
た
。

都
城
市
郡
医
師
会
心
臓
・

脳
血
管
セ
ン
タ
ー
整
備
支

援
事
業

都
城
市
郡
医
師
会
病
院
が
計
画
し
て

い
る
「
心
臓
・
脳
血
管
セ
ン
タ
ー
」
の

整
備
を
補
助
す
る
経
費
を
計
上
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
国
・
県
・
三
股
町
と
連
携

都
城
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

A
I
を
活
用
し
て
、
特
定
健
診
と
大

腸
が
ん
検
診
の
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
費
用
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

　
国
民
健
康
保
険
運
営
基
金
の
残
高

は
?　

令
和
4
年
度
の
基
金
残
高
は
、

財
源
が
不
足
す
る
部
分
に
対
し
て

1
千
87
万
3
千
円
を
繰
入
れ
、
約

30
億
1
千
9
8
0
万
円
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。

　
国
保
税
は
、
今
後 

統
一
が
な
さ

れ
た
後
に
、
こ
の
基
金
を
活
用
し
て
い

く
見
込
み
は
あ
る
の
か
。

　
統
一
さ
れ
た
後
の
基
金
の
活
用
は
、

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。
被
保
険
者
か

ら
の
保
険
税
を
原
資
と
し
て
積
み
立
て

て
い
る
の
で
、
被
保
険
者
に
有
用
な
使

い
方
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

反
対
討
論

国
民
健
康
保
険
運
営
基
金
の
残
高

が
30
億
円
を
超
え
る
状
況
と
な
っ
て
い

る
中
、
子
ど
も
の
均
等
割
額
を
引
き
下

げ
る
な
ど
の
、
国
保
税
引
き
下
げ
の
取

組
が
成
さ
れ
て
い
な
い
た
め
反
対
す
る
。

審
査
結
果

賛
成
多
数
で
可
決

都
城
市
小
・
中
学
校
医
療

的
ケ
ア
運
営
協
議
会
条
例

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
学
校
で
の
適
切

な
支
援
体
制
の
調
査
や
審
議
を
行
う
た
め
、

医
師
や
看
護
師
、
弁
護
士
な
ど
で
構
成

す
る
「
小
・
中
学
校
医
療
的
ケ
ア
運
営

協
議
会
」
を
設
置
す
る
た
め
の
条
例
で
す
。

質
疑
・
答
弁

　
看
護
師
は
、
必
要
な
時
間
帯
に
派

遣
す
る
『
ス
ポ
ッ
ト
派
遣
』
だ
が
、
容

態
の
急
変
が
心
配
さ
れ
る
お
子
さ
ん
へ

の
対
応
は
?

　
受
け
入
れ
る
お
子
さ
ん
の
現
状
や

保
護
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
運
営
協

議
会
で
検
討
し
て
い
く
。

自
由
討
議

医
療
的
ケ
ア
児
を
含
む
多
様
な
子
ど

も
た
ち
が
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
は
、

お
互
い
に
良
い
影
響
が
あ
る
。
保
護
者

は
仕
事
に
復
帰
で
き
る
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
支
援
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
意
見
や
、
学
級
担
任
に
と
っ
て
安

心
で
負
担
の
な
い
形
に
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

審
査
結
果

全
会
一
致
で
可
決

意
見
・
要
望

協
議
会
の
運
営
は
、
医
療
的
ケ
ア
児

や
そ
の
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た
形
で
、

一
層
の
支
援
を
行
う
こ
と
。

し
て
支
援
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

　
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で

患
者
数
が
ど
の
よ
う
に
な
る
と
想
定
し

て
い
る
の
か
?

　
医
師
会
病
院
に
搬
送
後
、
転
送
さ

れ
る
件
数
が
、
令
和
元
年
度
の
1
1
0

件
程
度
か
ら
、
令
和
9
年
度
に
は
46
%

減
の
、
60
件
程
度
ま
で
減
る
と
想
定
し

て
い
る
。

　
総
工
費
は
ど
の
く
ら
い
か
?

　
12
億
9
千
3
9
0
万
円
を
予
定
。

審
査
結
果

全
会
一
致
で
可
決

意
見
・
要
望

避
難
行
動
要
支
援
者
個
別
支
援
計
画
策

定
事
業

具
体
的
な
動
き
を
確
認
す
る
た
め
に

も
、
実
際
に
訓
練
を
行
っ
た
り
、
関
係

機
関
と
検
証
を
重
ね
る
な
ど
、
実
効
性

の
あ
る
計
画
と
す
る
こ
と
。

都
城
市
郡
医
師
会
心
臓
・
脳
血
管
セ
ン

タ
ー
整
備
支
援
事
業

都
城
市
郡
医
師
会
病
院
は
、
心
臓
・

脳
血
管
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
よ
り
、
さ

ら
に
地
域
の
医
療
を
支
え
る
拠
点
病
院

と
し
て
の
役
割
が
大
き
く
な
る
。
セ
ン

タ
ー
整
備
に
よ
る
財
政
的
負
担
が
増
え

る
中
、
安
定
的
な
運
営
を
維
持
す
る
た

め
、
小
林
市
・
え
び
の
市
・
高
原
町
に

も
運
営
に
関
す
る
応
分
の
負
担
を
求
め

る
こ
と
。

18議案を審査しました文教厚生委員会文教厚生委員会

令
和
5
年
度
　
当
初
予
算
を
審
査
し
ま
し
た
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◦◦
常
任
委
員
会
の
審
査
状
況

常
任
委
員
会
の
審
査
状
況
◦◦

請
願
審
査

「
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費
助
成

制
度
の
創
設
と
特
定
健
診
に
聴

力
検
査
の
導
入
を
求
め
る
請
願
書
」

高
齢
者
の
認
知
症
の
リ
ス
ク
を
高
め

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
難
聴

に
つ
い
て
、
補
聴
器
購
入
費
の
助
成
制

度
を
創
設
す
る
こ
と
と
特
定
健
診
で
の

聴
力
検
査
の
導
入
を
求
め
る
も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

　
特
定
健
診
で
聴
力
検
査
を
行
う
こ

と
は
可
能
な
の
か
。

　
聴
力
検
査
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
難
聴
と
認
知
症
等
と
の
関
連
は
?

　
聴
力
の
低
下
に
よ
り
認
知
機
能
低

下
な
ど
二
次
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
問
題

が
考
え
ら
れ
る
。

継
続
審
査

賛
成
少
数
で
継
続
審
査
は
し
な
い
。

反
対
討
論

特
定
健
診
に
聴
力
検
査
を
入
れ
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
実
施
市
町
村
の
助

成
後
の
活
用
状
況
の
実
態
が
見
え
な
い

た
め
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

認
知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
た
め
に

も
、
高
齢
者
の
補
聴
器
助
成
制
度
は
必

要
で
あ
る
た
め
賛
成
す
る
。

審
査
結
果

賛
成
少
数
で
不
採
択

公
園
維
持
管
理
費

公
園
の
植
栽
、
清
掃
等
委
託
や
遊
具

の
修
繕
に
要
す
る
経
費
等
を
計
上
す
る

も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

　
遊
具
の
点
検
で
問
題
の
2
0
4
基

の
う
ち
何
基
を
修
繕
す
る
の
か
。

　
危
険
度
の
高
い
も
の
か
ら
修
繕
を

行
な
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕

事
業全

て
の
橋
り
ょ
う
は
5
年
ご
と
に
点

検
し
て
、
測
量
設
計
委
託
7
橋
と
補
修

工
事
7
橋
の
費
用
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

　
補
修
工
事
の
中
に
P
C
B
を
含

む
橋
り
ょ
う
が
3
橋
含
ま
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
以
外
は
な
い
の
か
。

　
P
C
B
を
含
む
橋
り
ょ
う
が
7
橋

あ
り
、
令
和
4
年
度
末
で
4
橋
の
補
修

工
事
が
終
了
。
今
回
、
計
画
し
た
3
橋

以
外
に
は
な
い
。

技
術
検
査
費

公
共
工
事
に
必
要
と
な
る
関
係
書
類

を
電
子
化
す
る
こ
と
に
伴
い
導
入
し
た

電
子
納
品
検
査
シ
ス
テ
ム
の
保
守
点
検

の
経
費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

　
導
入
実
績
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
。　

令
和
4
年
10
月
か
ら
の
運
用
開
始

の
た
め
、
実
績
は
工
事
写
真
の
み
が
電

子
納
品
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

空
家
等
対
策
推
進
事
業

適
正
に
管
理
さ
れ
ず
近
隣
に
影
響
を

及
ぼ
し
、
居
住
に
適
さ
な
い
も
の
な
ど

を
対
象
に
、
相
続
人
の
調
査
や
特
定
空

家
等
の
解
体
除
去
費
の
一
部
を
補
助
す

る
費
用
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

　
特
定
空
家
等
の
解
体
補
助
に
つ
い

て
何
件
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
特
定
空
家
は
5
件
、
不
良
空
き
家

は
10
件
を
見
込
ん
で
い
る
。

自
由
討
議

解
体
補
助
に
つ
い
て
は
、
居
住
誘
導

区
域
内
に
限
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
居

住
誘
導
区
域
外
の
空
き
家
も
対
象
に
で

き
な
い
の
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

自
由
討
議
に
対
す
る
再
質
疑

　
居
住
誘
導
区
域
外
の
不
良
空
き
家

の
解
体
補
助
に
つ
い
て
十
分
検
討
さ
れ

た
の
か
。

　
都
市
計
画
と
連
動
し
生
活
拠
点
区

域
の
活
性
化
と
、
人
口
流
入
を
図
る
た

め
、
解
体
補
助
は
居
住
誘
導
区
域
内
に

限
定
す
る
。

審
査
結
果

全
会
一
致
で
可
決

意
見
・
要
望

公
園
維
持
管
理
費

安
全
を
守
る
た
め
、
1
日
も
早
い
危

険
遊
具
の
修
繕
を
す
る
こ
と
。

技
術
検
査
費

事
業
者
の
負
担
軽
減
及
び
事
務
の
効

率
化
が
図
れ
る
よ
う
体
制
を
強
化
す
る

こ
と
。

水
道
事
業
管
路
整
備
建
設

改
良
費

配
水
管
整
備
費（
9
・
5
㎞
）や
、老

朽
管
更
新
整
備
費（
7
㎞
）を
計
上
し
、

ま
た
川
東
浄
水
場
に
つ
い
て
は
、令
和

4
年
度
か
ら
令
和
14
年
度
に
更
新
工
事

を
行
う
た
め
の
継
続
費
を
計
上
す
る
も

の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

　
川
東
浄
水
場
は
、
更
新
工
事
に

よ
っ
て
老
朽
化
の
部
分
は
全
て
解
消
さ

れ
る
の
か
。

　
更
新
工
事
を
行
う
こ
と
で
耐
震
性

の
あ
る
施
設
に
な
る
。

審
査
結
果

全
会
一
致
で
可
決

７議案を審査しました建設委員会建設委員会

※PCBとはポリ塩化ビフェニル

3
月
14
日
・
15
日
に
予
算
や
条
例
な
ど
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
議
案
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。
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個人のプライバシーと権利を侵害する重大な危険性があるから反対する。これらは、企業などの実施主体
が住民の個人情報を一元的に管理する代わりに、医療、交通、金融などの各種サービスをまるごと提供しよ
うとするものである。いま重要なことは、個人情報を保護しつつ、先端技術を住民福祉の向上にどう生かす

のかという落ち着いた国民的議論と、プライバシー保護という時代の流れを視野に入れた中長期的な企業戦略である。
本条例はプライバシー保護という観点が欠如しているため、反対する。

反対
討論

デジタル化推進事業は、今回デジタル田園都市国家構想交付金のデジタル実装タイプを活用した事業であ
る。スマートシティ事業の第1弾とするマイナンバーカードを活用した、 認知症の予防に取り組むことであるが、
マイナポータルから取得した膨大な個人情報を匿名加工した上で本人の同意なく民間に渡し、企業はそれを使っ

て事業を展開するものである。個人情報に関する権利をないがしろにする施策であるため反対する。また、今回の公共
施設等スマートロック予約 システム構築事業ではデジタル化から取り残される方が出てくるものと考える。行政サービ
スでは「アナログも、デジタルも」行うことが大事であると考えるため、反対する。

反対
討論

本条例が、「個人のプライバシーと権利を侵害する危険性がある」と、問題を提起された。今回提出された、
本市のスマートシティー推進条例は、令和3年に施行している「デジタル社会形成基本法」を基につくられて
いる。したがって、本条例の危険性を指摘する場合、先に国の情報セキュリティが確かであるかどうか、と

いうところまで踏み込んで議論する必要があると考える。本条例は、個人のプライバシーと権利を侵害する危険性はない、
と考えるため本議案に賛成する。

賛成
討論

令和5年3月定例会の審議内容について
上程された議案数………【市長提出議案 61件　請願 1件】 　全会一致で可決、承認、同意、議案数………【市長提出議案 57件】

賛否の分かれた議案について

会期：2月22日～3月22日

議案第34号	 都城市スマートシティ 推進条例の制定

議案15号	 令和5年度都城市一般会計予算

賛否が分かれた議案の表決結果（採決日3月22日）

市長提出議案

赤
塚　

隆
志

岩
元　

弘
樹

江
内
谷　

満
義

榎
木　

智
幸

音
堅　

良
一

神
脇　

清
照

川
内　

賢
幸

楠
見　

千
穂
子

黒
木　

優
一

小
玉　

忠
宏

坂
元　

唱
子

迫
間　

輝
昭

佐
藤　

紀
子

杉
村　

義
秀

筒
井　

紀
夫

徳
留　

八
郎

中

田
　

悟

中
村　

千
佐
江

成
合　

円
美
佳

畑
中　

ゆ
う
子

羽
田
野　

徳
寿

広
瀬　

功
三

別
府　

英
樹

森
　

り

え

綿
屋　

善
明

長
友　

潤
治

賛　
成

反　
対

審
議
結
果

第
15
号

令和5年度都城市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○ ○ ● ○

議
長
の
た
め
表
決
に
は
参
加
し
な
い
。

22 2
原
案
可
決

第
１6
号

令和5年度都城市国民健康保険
特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○ ○ ● ○ 22 2

原
案
可
決

第
20
号

令和5年度都城市工業用地造成
事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○ ○ ● ○ 22 2

原
案
可
決

第
34
号

都城市スマートシティ推進条例
の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○ ○ ● ○ 22 2

原
案
可
決

請願番号

請
願
5
第
1
号

高齢者の補聴器購入費助成制度
の創設と特定検診に聴力検査の
導入を求める請願書

● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● 欠 ○ ○ ○ ● ○ ● 7 17
不
採
択

○　賛成した議員　　　●　反対した議員
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基金が30億円以上あることから、この基金を活用して都城市独自で未就学児の国保税均等割の残りの部分
を負担できるものと考える。また、平成25年に「国民健康保険税の引き下げを求める請願書が採択されてい
ることからも払える国保税にする必要がある。統一がなされた後の基金の活用見込みについて現時点では決まっ

ていないが、被保険者からの保険税を原資として積み立てているものであるため、被保険者に有用な使い方ができるよ
うにしていきたいと考えている。」と答弁があった。国保基金を活用して早急に引き下げるべきだと考え反対する。

反対
討論

総事業は約58億円を見込み、一般会計からは今年度、各種設計、文化財発掘調査等に4億134万円を計上
している。国の食料自給率が37%のもと、食料自給の基盤として、集団的な優良農地は基本的に保全してい
くことが必要であること、また、本来、行うべきは、地域に根を張って頑張っている中小・小規模企業を地

域の実情に応じて支援することであり、物価高騰に対する取り組みこそ、今、求められている政策であることから反対する。

反対
討論

加齢とともに聞こえにくくなり、難聴が続
くと認知症のリスクが高まり、生活に支障が
出ると言われている。補聴器は、高額なもの

になると30万円以上と購入できない方もいる。購入した
くてもあきらめてしまう方の為にも助成金は必要と考えるが、
困っている方は高齢者だけではないと感じる。また、一方
で使わずに放置している方もいるとの声もあり、長く使っ
ていただく為にも医師の診断が必要と考える。他の自治体
の取組みを注視していく事が大切である。特定健診での聴
力検査については、特定健診は生活習慣病の予防のための
検診である。検診する医療機関では、殆どが専門外のため
設備が整っていない。専門医での検査が重要のため、特定
健診での実施は難しいと考え反対する。

反対
討論

市内83箇所の特定健診指定病院すべてに聴力レベルを見分けるための設備を備えることは難しい。また、
本市65歳以上の高齢者 5 万人について過去の調査に基づき16.4%が難聴だとすると8000人ほどが該当する
ことになる。仮に 2 万円の補聴器補助をすると 1 億6000万円が必要であり、補聴器の寿命である 5 年が経

過するたびに 1 億6000万円を補助し続けるとすると、該当する高齢者が補聴器を装着できるように予算化するためには
毎年3000万円以上の補助金が必要となる。本市では毎年、敬老特別乗車券、健康増進施設利用助成、長寿祝い金など高
齢者に対する直接の補助を行っており、今後さらに補聴器補助を追加することは難しいと考え反対する。

反対
討論

令和4年6月16日、定例会において当時の健康部長より「令和5年度までに、（保険税水準を）統一する保険
税算定方式の決定を行うこととしております。現在、県及び県内市町村で統一算定方式決定に係る課題の協
議を進めているところ」である、との答弁があった。国保税の県内統一についての議論は、令和5年度中にま

とまる、とのこと。今、その議論の最中である。その動向を注視し、また、その中身を精査し議論を深めていくことが
肝要かと考える。基金の取り崩しについても、県内統一の議論を注視した上で議論する事がよいのではないか。国保税
の被保険者の自然減の状況、災害等も念頭に置きながら議論を行っていくことが良いと考えるため、賛成する。

賛成
討論

地の利の良さを最大限に生かしたこの工業用地造成事業は、地域産業の発展のみならず、新規雇用の創出
の場として期待するところであり、本市への移住者の雇用の場ともに、若者の流出を防ぐ対策としても大き
な役割を果たすことになる。また、本市の目指す人口減少対策である「10年後に人口増加へ」目標に大きく

寄与し、時期を得たものであると考えるため賛成する。

賛成
討論

高齢者の難聴に対応する補聴器の購入助成などに
踏み出す自治体が急速に増えおり、2021年 7 月の
35市区町村から2022年末の123市区町村へと、わ

ずか 1 年半で3.5倍に急増している。三股町と曽於市では令和
4 年度から実施されており、補聴器補助制度が話題になってい
る。聴力の低下は会話や他者とのつながりが減り 引きこもりが
ちになる。 認知症やうつ病の発症にもつながる恐れがあり、生
活の質の悪化を防ぐための補聴器購入の助成を求めるものである。
難聴者の割合が70代男性の 5 ～ 6 人に 1 人、女性で10人に 1
人程度と推測されるため、本市でも何千人もの方が難聴で悩ん
でいるということが推測できる。早期の発見・早期治療が大事
なため賛成する。

賛成
討論

補聴器の補助の制度というのは聞く権利を守ることである。聞こえることはいろんな情報を入れることに
対してとても重要な問題だから、1000名を超える方たちが署名している。必要であるのであれば通そう。そ
してその先は市が考えることである。まず私たちがしなければならないのはこの請願に応えるかどうかだ。

今までの討論だと補聴器は必要だという声があるのだったら請願に、賛成していただきたい。 この補聴器購入について
は聞こえの権利を守るためのものである。 1082名の思いにどう応えるのか、応えるために賛成する。

賛成
討論

議案第16号	 令和５年度都城市国民健康保険特別会計予算

議案第２0号	 令和５年度都城市工業用地造成事業特別会計予算

請願 5第 1号	 高齢者の補聴器購入費助成制度の創設と特定健診に聴力検査の導入を求める請願書
提案
理由

高齢者の認知症のリスクを高めることが明らかとなっている難聴について、補聴器購入費の助成制度を創設することと特定健診
での聴力検査の導入を求めるものです。
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議会に寄せられたご意見と回答

寄せられたご意見、ご質問等は、回答とともに議会ホームページに掲載しています。

↑
議会報告会の様子は

こちらから 
当日見逃した方も、

後からいつでも
ご覧になれます。

都城市議会公式チャンネル

都
城
市
議
会
初

オ
ン
ラ
イ
ン

オ
ン
ラ
イ
ン

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
令
和

2
年
度
か
ら
中
止
し
て
い
ま
し
た
。

令
和
4
年
度
の
報
告
会
は
、
確

実
に
開
催
で
き
る
よ
う
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
実
施
と
決
定
し
、
2
月
13
日

（
月
）
19
時
よ
り
、
都
城
市
議
会
公
式

Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
生
配

信
し
ま
し
た
。

●
参
加
者
の
年
代
構
成

	

40
代
…
…
60
％
、
30
代
・
20
代
…
…
各
20
％

●
男
女
比	

男
性
…
…
80
％
、
女
性
…
…
20
％

●
参
加
者
の
お
住
ま
い

	

市
内
…
…
70
％
、
市
外
…
…
30
％

●
感
想	

と
て
も
良
か
っ
た
…
50
％
、
よ
か
っ
た
…
30
％

	

あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
…
20
％

給食費が無料になると、助かります！

野良猫が増えて困っています。

議会運営委員会は3人会派での参加となると少数派には
不利ではありませんか？

市内経済３団体から、議員削減等の要請書が提出され
ていましたが、議会はどのような判断を？

昨年1月の市議選の選挙公報を次の選挙までの間
ホームページに掲載してほしい。

チャットによる市民からの質問に、オンタイムで答えて
いただけて面白かったです！

女性や高齢者層の方々にもご覧いただけ
る時間帯の設定や周知方法等、またアン
ケートの回収方法も含め、いただいたご意
見をもとに、今後の課題としてまいります。

アンケートへのご回答
ありがとうございました！

高
校
生

高
校
生
と
の
と
の
意
見
意
見
交交
換
会
換
会

給食費の無料化については、 賛同する議員もいれば、財
源の問題で慎重な意見の議員もいます。引き続き議会
として検討してまいります。

市では、野良猫に対し、公益財団法人どうぶつ基金が不妊手術を無料で
行う「さくらねこ無料不妊手術事業」の行政枠に参加しています。この
手術を行いたい時には、市の環境政策課に連絡し、お住まいの地域の公
民館長の理解を得た上で、猫を捕獲し、手術を行う手続きを取ってもらい、
手術後の猫の適正な管理をお願いしています。

要請書について、議会運営委員会で協議を重ねているところです。定数
削減には条例改正を伴い、議員間での合意形成も必要です。定数削減に
は一長一短あり、多角的な検討を重ねた上で、削減の是非や適切な人数
についてあらゆる可能性を検討し、いずれかの折に経済3団体への回答
ができればと考えています。

２人会派や無会派の１人が一緒になれば、交渉団体として
議会運営委員会に出ることができます。

次の選挙の事前運動につながる恐れが高いためホームページ
への掲載はできません。
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1
月
25
日
（
水
）、
県
立
都
城
西

高
校
の
２
年
生
と
の
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

都
城
西
高
校
の
授
業
の
一
環
で

行
っ
て
い
る
「
探
求
活
動
」
の
中

で
調
査
研
究
し
た
内
容
に
つ
い
て
、

市
政
に
関
わ
り
の
あ
る
テ
ー
マ
を

研
究
し
て
い
る
４
つ
の
班
に
対
し
、

議
員
の
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
欲

し
い
と
い
う
趣
旨
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

議
員
24
名
が
４
班
に
分
か
れ
て
、【
防
災
】【
市

街
地
活
性
化
】【
空
家
の
利
活
用
】【
高
齢
者
に

住
み
良
い
ま
ち
】
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
行
政
や
議

会
は
、
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
か

を
話
し
ま
し
た
。

　
2
月
8
日
（
水
）、
研
究
発
表
会
が
西
高

校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
年
間
の
研
究
を
ま
と
め
た
結
果
に
つ
い

て
、
45
の
グ
ル
ー
プ
が
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
形
式
で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
1
月
25
日
（
水
）
に
行
わ
れ
た
議
員
と
の

意
見
交
換
会
に
参
加
し
た
４
グ
ル
ー
プ
の
発

表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
議
員
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
活
か
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

時間が時間が
足りないく

らい活発な
足りないく

らい活発な

議論が交わ
されました

議論が交わ
されました

2/2/88（水）（水）
日日

1/1/2525（水）（水）
日日

⃝

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
地
域
で
、

ま
た
親
戚
同
士
で
ご
高
齢
の
方
と
、
日

頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ

て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
。

⃝

空
き
家
を
利
用
し
た
カ
フ
ェ
や
サ
ロ
ン

を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
見
学
し
た
い
。

⃝

ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
課
題
が
見
つ
か
っ
た
。

⃝

意
見
を
聞
き
、
考
え
が
深
ま
っ
た
。

⃝

議
員
の
皆
さ
ん
と
会
話
で
き
て
良
か
っ
た
。

高
校
生

高
校
生
と
の
と
の
意
見
意
見
交交
換
会
換
会

都城西高校に
お邪魔しました！

議員との意見交換会を経て議員との意見交換会を経て
研究発表会が研究発表会が行われました!行われました!
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都
城
市
と
鹿
児
島
県
曽
於
市
は
、
高
校
や

職
場
、
買
い
物
、
通
院
な
ど
、
県
境
を
ま
た

い
で
、
日
常
の
生
活
圏
、
経
済
圏
を
共
に
し

て
い
ま
す
。

都
城
志
布
志
道
路
も
、
曽
於
市
、
志
布
志

市
と
一
丸
と
な
っ
て
、
要
望
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
関
係
性
か
ら
、
都
城

市
議
会
と
曽
於
市
議
会
は
、
平
成
31
年
１
月

29
日（
都
城
市
）と
令
和
2
年
1
月
22
日（
曽

於
市
）
の
2

回
に
わ
た
り
、

合
同
研
修
会

を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

3
回
目
の

合
同
研
修
会

は
、
令
和
5

年
1
月
18
日

（
都
城
市
）に
、

早
稲
田
大
学

マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
研
究
所
の

長
内
紳
悟
氏

を
講
師
と
し

て
招
き
、
開

催
さ
れ
ま
し

た
。

え
び
の
市

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
利

用
状
況
は
比
較
的
良
い
こ
と
や
、
当
初
想
定

し
て
い
た
地
域
と
は
異
な
る
地
域
か
ら
の

ニ
ー
ズ
が
多
い
こ
と
等
、
大
い
に
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
吉
都
線
の
駅
の
管
理
状
況
に
つ
い

て
詳
し
く
聞
い
た
後
、
J
R
京
町
温
泉
駅
、

J
R
飯
野
駅
に
行
き
ま
し
た
。

研
修
の
テ
ー
マ

講
師
に
よ
る
問
い
か
け
か
ら
始
ま
っ

た
研
修

議
会
の
役
割
と
機
能
に
つ
い
て

小
林
市

市
内
高
校
生
へ
の
通
学
費
助
成
事
業
と
、

Ｊ
Ｒ
小
林
駅
の
開
発
の
財
源
等
に
つ
い
て
、

ま
た
、
高
齢
者
の
運
転
免
許
返
納
状
況
な
ど
、

公
共
交
通
全
般
に
つ
い
て
、
詳
し
い
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
小
林
駅
の
駅
舎
は
、
線
路
内
に
立
地
す
る

と
い
う
珍
し
い
つ
く
り
で
、
隣
接
す
る
駅
ビ

ル
を
小
林
市
が
整
備
し
ま
し
た
。
駅
ビ
ル
や

駅
舎
も
見
学
し
、
利
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

志
布
志
市

Ａ
Ｉ
に
よ
る
走
行
ル
ー
ト
自
動
設
定
の
デ

マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
『
チ
ョ
イ
ソ

コ
し
ぶ
し
』

が
運
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

事
業
導
入
ま

で
の
経
緯
や

運
用
方
法
、

事
業
費
な
ど

に
つ
い
て
、

詳
し
く
説
明

し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

総
務
委
員
会
は
【
地
域
公
共
交
通

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
】
を
テ
ー

マ
に
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和

4
年
12
月
20
日
（
火
）
え
び
の
市
と

小
林
市
へ
、
令
和
5
年
1
月
27
日（
金
）

鹿
児
島
県
志
布
志
市
へ
行
政
視
察
に

伺
い
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

行
政
視
察
報
告

行
政
視
察
報
告えびの市、小林市両市へは吉都線を利用して訪問し、両市

の皆様に喜ばれました。

駅ビル２階のコミュニティスペース。
貸切スペースとして会議や展示会な
どに利用されています。貸切時間以
外は、フリースペースとして開放され、
交通機関の待合いや勉強等に使われ
ています。

令
和
5
年
1
月
18
日（
水
）

都
城
市
議
会
議
員

曽
於
市
議
会
議
員  合
同
研
修
会

令
和
4
年
度

・
議
員
の
役
割
と
責
務
に
つ
い
て

・
議
会
の
権
限
・
調
査
に
つ
い
て

・
効
果
的
な
一
般
質
問
に
つ
い
て

・
討
論
・
自
由
討
議
の
在
り
方
に
つ
い
て 

等

・
住
民
を
代
表
す
る
機
能

・
執
行
機
関
を
監
視
す
る
機
能

・
自
ら
政
策
を
立
案
す
る
機
能

・
議
長
と
市
長
の
ど
ち
ら
が
偉
い
か
?

・
会
議
を
主
催
す
る
の
は
議
長
。
な
ぜ
議

会
を
招
集
す
る
の
は
市
長
な
の
か
?

・
議
会
の
定
例
会
は
誰
が
4
回
と
決
め
て

い
る
の
か
?

・
議
会
の
話
し
合
い
に
ど
う
し
て
も
必
要

な
出
席
者
は
誰
か
?
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市議会だよりNO.37について、
ご感想や もっと読みたくなるような
アイデアがあればお寄せください。

都城市議会への提言・疑問・質問等があれば
お寄せください。

▲

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
。

皆様からいただいた市議会及び行政に対するご意見につきまし
ては、今後も政策立案、政策提言等に活かしてまいります。また、
行政に対するご意見・ご要望につきましては、市の各担当部署に
も連絡いたします。

●ふるさと納税の都城市のお金の使い方は？
⇒寄付目的により、子ども支援、まちづくり支援、環境支援、
スポーツ・文化振興支援、長寿支援、災害対策支援、人口
減少対策支援等に使われます。

●都城市公園トイレの全てにトイレットペーパーを常備してほ
しい。
⇒いたずらや盗難防止の観点から基本、小さな公園には設置
されていませんが、比較的大きな公園である早水公園、神
柱公園、都島公園等には設置してあります。

●一般質問の内容は、「QRコード」を利用をしないとわから
ないので、要点だけでも記載してほしい。
⇒先進地である茨城県取手市を参考に、質問内容の充実を図
る上で、「QRコード」利用の貼付をしました。しかしな
がら、「QRコード」が利用できない、分かりにくい等の
ご意見を頂きましたので、今後さらなる工夫を検討して参
りたいと思います。

●「中学生が議会傍聴」の感想文を読んで思うこと。
子供達は、本当に正しく良い所をキャッチしていて、素晴
らしいと思いました。大人は、ともすると自分の感覚で判
断して批判が多くなりますが、素直な受け取り方は見習い
たいと思います。

市議会だより No.36に
（令和5年2月15日発行）

対するご意見

【募集するテーマ】
市内で開催された行事や、季節を感じる地域の
行事など、市内の身近な風景などの写真
【応募資格】
都城大好きな方ならどなたでも! 
【応募要件】
・他のコンテストとの二重応募は不可とします。
・応募者ご本人様撮影のものに限ります。
・応募者お一人につき、応募作品は 3 点とします。
【締め切り】

6 月末日（ 8 月15日発行分）

※注意事項
・ご応募のデータは返却しません。
・採用の結果は誌面への掲載を以て代えさせていただきます。
・採用者への賞金や賞品はありません。
・選考結果、経過など、審査に関するお問合せには応じられませ

んので、ご了承ください。
・掲載作品の著作権は都城市議会に帰属します。採用されなかっ

た作品の著作権は帰属しません。
・人物が撮影されている場合には、応募者が責任をもって被写体ご

本人に確認を行い、肖像権についてご承諾
を得てください。権利侵害に関する申し入れ
は応募者が責任を負うものとします。

詳細な注意事項については、
必ずこちらをご覧ください。

い
つ
も
議
会
だ
よ
り
を

ご
覧
く
だ
さ
い
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

開
か
れ
た
議
会
の
た
め

に
、
市
民
の
皆
様
に
よ
り

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る

議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
、

表
紙
写
真
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

  

皆
様
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
!!

ご応募はメールで！
議会事務局：
gikai@city.miyakonojo.miyazaki.jp
メールの本文にタイトル、連絡先（電話番号）、
ご氏名、撮影場所、作品のコメントをご記入く
ださい。

表
紙
写
真
を

 
募
集
し
ま
す
！
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POST CARD

8 8 5 8 7 9 0料金受取人払郵便

都城局承認

都城市姫城町6街区21号

都城市役所 議会事務局 行

1349

差出有効期間
令和 6年5月
31日まで

（切手不要）

〒885-8555 宮崎県都城市姫城町6街区21号
TEL（0986）23-7869　FAX（0986）25-7879
E-mail:gikai@city.miyakonojo.miyazaki.jp都城市議会
http://www.city.miyakonojo.miyazaki.jp

お知らせ

都城市ホームページ

編集後記

※傍聴に際しては、私語を慎み、携帯電話はマナーモー
ドにするなど、当日お配りする「傍聴のお願い」をお
守りください。

本会議および委員会は、どなたでも傍聴すること

ができます。本会議の傍聴席は市役所6階にありま

す。詳しくは議会事務局にお問い合わせください

令和5年度6月定例会開催予定日
※日程はあくまで予定であり、議事の都合により変更となる場合があります。

議会傍聴のご案内

日 月 火 水 木 金 土

1 日 2 日 3 日

4 日 5 日 6 日 7 日 8 日 9 日 10 日

11 日
12日
開会・
本会議

13 日 14 日 15 日 16 日 17 日

18 日
19日

一般
質問

20日
一般
質問

21日
一般
質問

22日
一般
質問

23日
一般質問

議案の審議
24 日

25 日 26日
委員会

27日
委員会

28日
委員長報告

整理日

29日
本会議・

閉会
30 日

6 月

監査委員は
佐藤紀子議員に
決まりました。

監査委員は、識見を有する人
から2人及び市議会議員から1
人の計3人が選任されています。
※申し合わせにより、議長・副議長・監
査委員は、一般質問を行いません。任期は、
議長、副議長が２年、監査委員が１年です。

都
城
市
議
会
議
員

の
飲
酒
運
転
根
絶

に
関
す
る
決
議

飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
中
、
本

市
議
会
議
員
が
飲
酒
運
転
を
行
っ
た
事
は
決
し
て
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
再
発
防
止
に
向
け
、
市
議
会
と
し
て
重
く

受
け
止
め
、
真
摯
に
反
省
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

改
め
て
市
民
の
皆
様
並
び
に
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様

に
、
深
く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
都
城
市
議
会
議
員
は
、
飲
酒
運
転
や
危
険
運

転
等
に
よ
る
交
通
事
故
の
悲
惨
さ
を
踏
ま
え
、
市
民
の

願
い
で
あ
る
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
、
再
発
防
止
に
万
全

を
期
し
、
全
力
を
あ
げ
て
市
民
の
信
頼
回
復
に
努
め
る

こ
と
を
強
く
誓
い
、
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
社
会
づ

く
り
に
努
め
て
い
く
こ
と
を
決
意
す
る
も
の
で
す
。

休会（議案調査）休会（議案調査）

成合円美佳成合円美佳

中村千佐江中村千佐江

楠見千穂子楠見千穂子

音堅良一音堅良一

綿屋善明綿屋善明

岩元弘樹岩元弘樹

佐藤紀子佐藤紀子 森森りえりえ

編集委員

大型連休では久しぶりの休暇を〝みやこんじょ〟
で過ごされた方も多かったことと思います。「道の
駅」都城NiQLL（ニクル）がリニューアルオープンし、
地元のお土産を選ぶ帰省客でにぎわっていました。
今回の「議会だより」は、本議会として初の試み

となるYouTubeによる「オンライン議会報告会」
や都城西高等学校の生徒の皆さんとの「意見交換
会」など、盛りだくさんの内容となりました。
これからも、市議会に対する市民の皆様からのご

意見をお待ちしております。


